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次
に
、

国
の

防
災

・
減
災

、
国

土
強
靱

化
の

た
め

の
五
か

年
加

速
化

対
策
を

踏
ま

え
、「
甲

府
市
内

中
心

部
を
流

れ
る

河
川

の
流
域

治
水

を
含
め

た
洪
水

対
策

に
つ
い

て
」

二
つ

ほ
ど
お

伺
い

し
ま
す

。 

 

昨

年
、
九

州
や

中
部
地

方
な

ど
各

地
で
発

生

し
た

「
令
和

二
年

七
月

豪
雨
」

を
は

じ
め
、

自
然
災

害
の

激
甚
化

・
頻

発
化

が
続
い

て
お

り
、
コ

ロ
ナ
禍

で
も

「
災
害

は
待

っ
て

く
れ
な

い
」
こ

と
を

実
感

し
ま
す

。 

 

長

崎

幸

太

郎

知

事

を

は

じ

め

、

山

梨

県

建

設

業 

協

会

が

強

く

要

望

さ

れ

て

き

た

、

二

〇

二

一

年

度 

か

ら

五

年

間

で

行

う

総

事

業

費

十

五

兆

円

規

模

に 

上
る
「

防
災

・
減

災
、
国

土
強

靱
化
の

た
め
の

五
か

年
加
速

化
対

策
」

が
昨
年

十
二

月
に
閣

議
決
定

さ
れ

ま
し
た

。 

公
明
党

は
二

〇
一

八
年
の

党
大

会
か
ら

「
防

災
・

減
災
を

政
治

、
社

会
の
主

流
に

」
と
掲

げ
、
イ

ン
フ

ラ
整
備

な
ど

災
害

に
強
い

国
、

地
域
を

築
い
て

い
く

こ
と
と

を
進

め
て

参
り
ま

し
た

。 

今
定
例

会
で

は
、

国
と
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

活
か

し

、

五

か

年

加

速

化

対

策

を

踏

ま

え

た

、

防

災

・ 
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減
災
の

政
策

提
案

で
の
発

言
を

行
っ
て

参
り
ま

す
。 

始
め
に
「
荒

川
の

支
障
木

伐
採
や

浚
渫

に
つ

い
て
」

お
伺
い

し
ま

す
。 

九
月
議

会
で

一
部

土
砂
撤

去
の

方
針
が

示
さ

れ
ま

し
た
荒

川
は

、
水

防
法
に

基
づ

く
洪
水

予
報
河

川
に

指

定

さ

れ

て

お

り

、

沿

川

の

多

く

は

住

宅

地

で

、 
 

病
院
や

学
校

な
ど

の
重
要

な
施

設
も
あ

る
こ
と

か
ら

、

ひ
と
た

び
氾

濫
す

る
と
甚

大
な

被
害
の

発
生
が

想
定

さ
れ
、

事
前

の
減

災
対
策

が
非

常
に
重

要
に
な

っ
て

お
り
ま

す
。 

荒
川
の

河
川

内
を

見
ま
す

と
、

相
川
が

合
流

す
る

地
点
か

ら
、
上
流

の
長
松

寺
橋
ま

で
の

間
に

お
い
て

、

低
水
路

の
護

岸
法

面
に
も

雑
木

が
多
く

生
え
、

土
砂

が
堆
積

し
河

道
は

狭
い
状

態
で

あ
り
ま

す
。 

そ
こ
で

ま
ず

、
当

区
間
の

支
障

木
伐
採

や
浚

渫
に

つ
い
て

お
示

し
下

さ
い
。
ま
た
荒

川
全

域
に

つ
い
て

、

今
後
ど

の
様

に
対

策
を
進

め
て

い
く
の

か
伺
い

ま
す

。 

次
に
、「

藤
川

に
お

け
る
流

域
治

水
対
策

に
つ

い
て
」

お
伺
い

し
ま

す
。 

甲

府

市

屋

形

の

武

田

館

跡

近

傍

に

端

を

発

し

、 
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北

口

三

丁

目

か

ら

中

央

本

線

と

並

行

し

て

走

り

、 
濁
川
に

合
流

す
る

藤
川
は

、
都

市
化
が

著
し
く

進
ん

で
い
る

地
域

を
流

れ
て
お

り
ま

す
。 

藤
川
で

は
、

市
街

地
に
降

っ
た

雨
が
地

面
に

浸
透

す
る
こ

と
な

く
、

直
ぐ
に

河
川

へ
流
出

す
る
こ

と
で

水
位
が

急
激

に
上

昇
し
、

氾
濫

す
る
お

そ
れ
が

あ
る

こ
と
か

ら
、

三
十

年
に
一

度
の

規
模
の

洪
水
を

安
全

に

流

下

さ

せ

る

計

画

で

治

水

対

策

が

進

め

ら

れ

て 

い
る
と

こ
ろ

で
す

。 

先
の
九

月
議

会
で

の
答
弁

で
は

、
調
整

池
な

ど
の

雨
水
貯

留
浸

透
施

設
を
、

富
士

川
小
学

校
跡
地

な
ど

に
お
い

て
検

討
を

行
っ
て

い
く

と
の
こ

と
で
あ

り
、

こ
の
よ

う
な

洪
水

被
害
の

軽
減

に
資
す

る
流
域

治
水

対
策
は

必
要

で
あ

り
、
大

い
に

賛
成
で

あ
り
ま

す
。 

し

か

し

一

方

で

、

過

去

に

は

、

県

が

計

画

し

た 
 

富
士
川

小
学

校
跡

地
に
お

け
る

大
規
模

な
調
整

池
に

つ
い
て

は
、

軟
弱

地
盤
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
設

置
が

困
難
で

あ
る

こ
と

を
地
元

に
説

明
さ
れ

た
と
聞

い
て

お
り
、

地
元

か
ら

は
、
心

配
の

声
が
上

が
っ
て

お
り

ま
す
。 
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そ
こ
で

、
藤

川
に

お
い
て

、
流

域
治
水

対
策

を
進

め
る
に

あ
た

り
、

ど
の
よ

う
に

取
り
組

ま
れ
て

い
く

の
か
伺

い
ま

す
。 

 

長
崎
幸

太
郎

山
梨

県
知
事 

答

弁 

「
甲
府

市
内

中
心

部
を
流

れ
る

河
川
の

流
域
治

水
を

含
め
た

洪
水

対
策

に
つ
い

て
」 

荒
川
は

、
相

川
や

貢
川
な

ど
の

支
川
と

合
流

し
つ

つ
甲
府

盆
地

中
心

部
を
流

れ
て

お
り
、

笛
吹
川

合
流

点
か
ら

甲
府

市
北

部
の
金

石
橋

の
約
１

３
．
８

キ
ロ

メ
ー
ト

ル
は

、
市

街
地
が

形
成

さ
れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、
沿

川
住

民
の

安
全
・

安
心

の
確
保

が
重
要

で
あ

る
と
認

識
し

て
お

り
ま
す

。 

こ
の
た

め
、

パ
ト

ロ
ー
ル

等
を

通
じ
て

河
道

の
状

況
の
把

握
に

努
め

て
お
り

、
こ

の
う
ち

、
国
道

２
０

号
よ
り

上
流

の
９

キ
ロ
メ

ー
ト

ル
区
間

に
お
い

て
は

、

樹
木
の

繁
茂

や
堆

積
が
進

行
し

て
い
る

こ
と
か

ら
、

下
流
よ

り
順

次
、

伐
木
や

浚
渫

を
実
施

し
て
お

り
、 

こ
れ
ま

で
に

、
相

川
合
流

点
付

近
ま
で

の
３
．

４
キ

ロ
メ
ー

ト
ル

区
間

で
完
了

し
た

と
こ
ろ

で
あ
り

ま
す

。 
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議
員
御

指
摘

の
相

川
合
流

点
か

ら
長
松

寺
橋

ま
で

の
１
．

２
キ

ロ
メ

ー
ト
ル

区
間

は
、
平

成
２
９

年
度

に
伐
木

を
実

施
し

ま
し
た

が
、

そ
の
後

、
樹
木

の
繁

茂
や
土

砂
の

堆
積

が
再
度

進
行

し
た
た

め
、
本

年
５

月
か
ら

浚
渫

な
ど

に
着
手

予
定

で
あ
り

、
更
に

上
流

の
金
石

橋
ま

で
の

区
間
に

つ
い

て
も
、

引
き
続

き
対

策
を
進

め
て

参
り

ま
す
。 

次
に
、

藤
川

に
つ

い
て
は

、
川

沿
い
に

住
宅

が
連

担
し
て

川
幅

を
拡

げ
る
こ

と
が

困
難
で

あ
る
こ

と
か

ら
、
富

士
川

小
学

校
跡
地

か
ら

濁
川
ま

で
の
地

下
放

水
路
と

と
も

に
、

公
共
施

設
を

活
用
し

た
流
出

抑
制

対
策
を

計
画

し
て

お
り
ま

す
。 

議
員
御

指
摘

の
富

士
川
小

学
校

跡
地
に

つ
き

ま
し

て
は
、

地
下

放
水

路
の
取

水
口

の
整
備

と
と
も

に
、

軟
弱
地

盤
で

あ
る

こ
と
か

ら
、

当
初
計

画
の
大

規
模

な
調
節

池
を

変
更

し
、
普

段
は

グ
ラ
ウ

ン
ド
と

し
て

利
用
可

能
で

簡
易

な
雨
水

貯
留

施
設
の

整
備
を

想
定

し
て
お

り
ま

す
。 

今
後
は

、
流

域
治

水
の
計

画
を

甲
府
市

と
調

整
し

た
上
で

、
地

元
の

皆
様
へ

丁
寧

に
説
明

し
、
御

理
解



令和 3 年 2 月議会「甲府市内中心部を流れる河川の洪水対策について」公明党 一般質問（一括） 佐野弘仁 

6/6 

や
御
協

力
を

い
た

だ
け
る

よ
う

努
め
て

参
り
ま

す
。 


